
社会資本総合整備計画　事後評価書
1 佐賀県狭あい道路整備計画

平成22年度　～　平成25年度　（4年間） 佐賀県、唐津市

狭あい道路の解消による安全な住宅市街地の形成や、建築確認・不動産取引時のトラブル防止による建築活動の円滑化を図る。

・新たな都市計画区域指定予定内の建築基準法第４２条第２項道路の調査（５地区）
・狭あい道路の拡幅整備（１地区）

（H22当初） （H24末） （H25末） ※中間目標は任意
指標① 新たな都市計画区域指定予定区域内の法第４２条第２項道路調査

（定量的指標）＝（調査済み地区数）／（５：対象地区数）（％） 0% 60% 100%

指標② 狭あい道路の拡幅整備
（定量的指標）＝（拡幅地区数）／（１：計画地区数）（％） 0% 0% 100%

○事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

佐賀県及び唐津市で実施 公表の方法

佐賀県及び唐津市ホームページにて公表

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 住宅 一般 佐賀県 直 佐賀県 111

1-A1-2 住宅 一般 唐津市 直 唐津市 120

合計 231

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

種別等

　　計画の成果目標（定量的指標）

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名

計画の名称
交付対象

計画の目標
計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

231百万円 Ｂ

番号

全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業実施期間（年度）

当初現況値

事業者

231百万円 －

定量的指標の現況値及び目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.0%

中間目標値 最終目標値
備考

事業内容

狭あい道路の拡幅

番号

事業内容

事業者 市町村名要素となる事業名

市町村名事業者
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

都市計画区域指定予定区域の法第４２条第
２項道路の調査

Ｃ
効果促進事業費の割合

交付対象事業

－

全体事業費
（百万円）

狭あい道路整備等促進事業

種別等

Ａ

事　後　評　価

１．交付対象事業の進捗状況

平成27年8月7日

狭あい道路整備等促進事業

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等

平成27年8月7日



Ⅰ定量的指標に関連する
　交付対象事業の効果の発現状況

指標①　建築基準法第４２条第２項道路調査を行ったことにより、建築確認手続きの円滑化が図られた。
指標②　狭あい道路が解消され、道路の安全性の確保が図られた。

目標値と実績値
に差が出た要因

－
100%

100%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標①

指標②

－

・建築確認手続きの円滑化を図るため、今後も新たに都市計画区域に指定予定内の建築基準法第４２条第２項道路調査を実施していく。
・道路の安全性の確保を図るため、今後も狭あい道路の拡幅整備に取り組んでいく。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

３．特記事項（今後の方針）

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

100%

100%


